
第３学年Ｂ組 国語科学習指導案 

                                指導者２名（ＴＴで行う） 

 

教科研究主題 

「主体的に学び表現する生徒の育成 ～「根拠を明確にして表現すること」の学習を通して～」 

 

１ 単元名    多角的に分析して書こう  説得力のある批評文を書く 

 

２ 単元について 

（１）単元観 

  本単元では、自分の考えがわかりやすく伝わり、多様な読み手を説得できるような批評文を書くこ

とがねらいである。批評文とは、対象となる事柄の特性や価値などについて、根拠をもって論じたり

評価したりした文章のことである。説得力のある批評文を書くには、評価する対象を客観的に分析し、

根拠を明らかにして述べることが求められる。また、構成を工夫したり、表現を考えたりすることも

大切である。本単元では、対象となる事柄に適した観点に気付かせ、問いを立てて分析させることで、

自分の考えを深めさせたい。さらに、意見交換などを通して様々な角度から考えることで、説得力の

ある批評文を書くことにつなげたい。学習の振り返りでは、説得力をもたせるために題材を分析する

こと、根拠を明らかにして書くこと、構成や表現を工夫することが今後の学習や日常生活につながる

ことに気付かせたい。 

 

（２）指導内容の系統性 

 

 

 

 

  

 １年生「根拠を示して説明しよう」では、根拠を示すことの重要性を学習し、さまざまな資料を活 

用しながら引用し、レポート作成を行った。２年生「根拠の適切さを考えて書こう」では、意見文を 

書く上で根拠を示し、その根拠は適切なものであるかを考えながら作文を書く学習を行った。 

  １、２年生の学習を踏まえ、３年生では「多角的に分析して書こう」を学習する。それぞれが多角 

的な根拠を示すための情報を収集しながら分析し、説得力のある批評文を書く学習を行う。適切な根 

拠を示し、多角的な視点で物事を考え、意見することのできる生徒を育てていきたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 

根拠を示して説明しよう 

資料を引用してレポート

を書く 

２年生 

根拠の適切さを考えて書

こう 

意見文を書く 

３年生 

多角的に分析して書こう 

説得力のある批評文を書

く 



３ 単元に対する生徒の実態

（１）調査結果  調査人数１７名   調査実施日 ７月１７日

質問 生徒の回答

生
活
記
録
帳
に
つ
い
て

1.どのくらいの頻度

で提出しています

か。

◎毎日出している  １１人  〇ほぼ毎日出している  ４人

△あまり出していない ２人  ×出していない     ０人

2.書く内容に困るこ

とはありますか。

◎悩まずにすらすら書ける４人 〇書くことに困ることがある１１人

△困ることが多い    ２人 ×いつも困っている    ０人

3.どんな内容を書い

ていますか。

※記述回答

※複数回答可

Ａ今日あった出来事 ７人   Ｂ部活動のこと      ８人

Ｃ授業や勉強のこと ７人 Ｄ考えたこと、感じたこと ３人

Ｅ家でのこと    ４人 Ｆ塾のこと        ２人

Ｇ夕飯のこと    ２人 Ｈ出かけたこと     ２人

Ｉ友人のこと  ２人

日
記

自主的に、日々の記録

をつけていますか。

つけている      ０人

つけていない    １７人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て

4.ＳＮＳを活用して

いますか。

〇活用している    １５人 ×活用していない   １人

／無回答      １人

5.どのように活用し

ていますか。

※複数回答可

Ａ自分からよく投稿をする ４人 Ｂ自分からたまに投稿をする ７人

Ｃコメントをよく投稿する １人 Ｄコメントをたまに投稿する １人

Ｅリアクションをつけるだけ５人 Ｆ見るだけ       ４人

実
力
試
験
の
作
文
問
題

6.6月実施の「第 1回

実力テスト」での得

点は、どれくらいで

したか。

１０点満点   １人  ８点程度     ２人

５点程度     ２人  ３点程度     １人

０点       ２人  △書かなかった  ８人

／無回答 １人

7.書かなかった理由

は何ですか。

※書かなかった生徒

のみ回答

Ａ時間がなかった            ５人

Ｂ何を書いていいのかわからなかった   ２人

Ｃパッと見て「作文だから」とばした   １人

Ｄ書く気がなかった           ０人

8.作文を書くうえで

困っていることは

ありますか。

※複数回答可

Ａ漢字が書けない   ２人 Ｂ原稿用紙の使い方がわからない ０人

Ｃ課題内容が理解できない ４人  Ｄ自分の意見がもてない ２人

Ｅ文章の構成に困る    ９人  Ｆ説得力がない      ６人

Ｇ用紙の半分も書けない ２人 Ｈ自分の言葉遣いに自信がない ４人

Ｉしっかり書いたのに減点される ４人  ／無回答     ２人

表
現
方
法

9.自分の考えを発信

するとき、あなたが

使用したい手段は

何ですか。

Ａ手書きの作文・レポート  ３人 Ｂ文章作成ソフト    １１人

Ｃスピーチ（音声録音） ２人 ／無回答         １人



生徒 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ 

１ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ △ ◎ 〇 ◎ ◎ 

２ 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ △ 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 

３ Ａ Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ａ Ｄ Ｇ 

Ｈ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｅ 

Ａ Ｅ 

Ｉ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｇ 

Ａ Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｆ 

Ａ 

Ｂ 

Ｆ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｄ Ｂ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｃ 

４ 〇 〇 ／ 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

５ Ｂ Ｅ ／ Ｂ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｅ 

Ｆ 

／ Ａ 

Ｃ 

Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

Ｅ 

Ｂ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｆ Ｆ 

６ △ 10 ／ △ △ ８ △ ０ △ ３ ５ △ △ ５ ８ △ ０ 

７ Ａ ／ ／ Ａ Ｂ ／ Ｂ ／ Ｃ ／ ／ Ａ Ａ ／ ／ Ａ ／ 

８ Ｆ 

Ｇ 

Ｉ 

Ｃ 

Ｆ 

Ｈ 

Ｉ 

／ Ｅ 

Ｆ 

／ Ｈ Ｃ 

Ｅ 

Ｅ Ｅ 

Ｉ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｈ 

Ｅ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｃ 

Ｆ 

Ａ Ｄ 

Ｅ 

Ａ 

Ｇ 

９ Ｂ Ｂ ／ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

 

（２）考察 

提出が求められているもの（生活記録帳）は９割近くの生徒が提出できており、身近なことから話題

を見つけて、ほぼ毎日提出することができているが、自主的に自分の生活を記録し、書き残そうという

習慣のある生徒はいないようである。また、コミュニケーション手段として、９割の生徒がＳＮＳを活

用しており、「自分から発信する」という生徒も多く、「自分の思いを文章化して発信すること」を嫌が

ってはいないように見受けられる。一方で、実力テストのような「正しく書くこと」が求められるもの

については、約５割の生徒が「書かない」ことを選択していた。書かなかった生徒の中には、時間がな

い、何を書いていいのかわからないと回答した生徒もおり、時間が十分にあったら書くことに挑戦した

可能性は考えられる。 

 「書くことへの困り感」については、原稿用紙の使い方を挙げた生徒はおらず、漢字が書けない、自

分の意見が持てない、課題内容が理解できない等と回答する生徒は少数であったが、一方で「文章をど

う構成したらいいかわからない」と答えた生徒が多かった。「書く内容」は何となく浮かんではいるが、

どう書いていったらよいのかに困っている生徒が半数に上っている。そのため、書き出しについて困っ

ていたり、論理をどう展開させればよいか悩んでいたりする生徒に対して、教員からのアドバイスだけ

ではなく、生徒同士の学び合い活動を取り入れながら支援していきたい。また、「しっかり書いたつも

りなのに減点される」と感じている生徒が３割ほどいることから、「読み手の立場に立って読み返す」

ことを求めていきたい。 

作文を書くにあたっては、文章作成ソフトを活用した発信方法を約６割の生徒が求めていることも考

慮し、文章を書くツールとして、手書きだけではなく、タブレットの活用も奨励していきたい。 

 

 



４ 単元の目標 

（１）具体と抽象など情報との関係について理解を深めることができる。 【知識及び技能】  

（２）文章の種類を選択し、多様な読み手を説得できるように論理の展開などを考えて、文章の構成を 

工夫することができる。                   【思考力・判断力・表現力等】 

（３）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わり、 

思いや考えを伝え合おうとすることができる。         【学びに向かう力、人間性等】 

 

 

５ 指導計画（４時間扱い 本時は２時間目） 

実
践
モ
デ
ル
過
程 

 

時 

 

学習活動 

観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

見
い
だ
す 

１ 

 

○「批評」について考

え、学習の見通しを

もつ。 

○具体と抽象など情

報と情報との関係

について理解を深

めている。 

○関心のある事柄

について批評す

るなど、自分の

考えを書いてい

る。 

○これまでの生活を

振り返り、関心のあ

る事柄について自

分の考えを書こう

としている。 

自
分
で
取
り
組
む 

 
 

広
げ
深
め
る 

１ 

 

本

時 

○批評する対象につい 

て、観点を基に分析 

し、自分の考えをも 

つ。 

〇目的や意図に合わせ

た引用のための資料

を探す。 

○具体的な題材を基

に、その価値につ

いて自分の考えを

まとめている。 

○観点を基に、問

いと自分の考え

を書き、表にま

とめ、分析して

いる。 

○多角的に題材をと

らえ、観点を基に 

 分析しようとして

いる。 

〇自分の主張を補強

するための資料を

積極的に探してい

る。 

１ ○分析したことを基

に、構成を考え、批

評文を書く。 

○説得力のある批評

文にするために、

効果的な構成を考

えて書いている。 

○多様な読み手を

説得できるよう

に論理の展開な

どを考えて、文

章の構成を工夫

している。 

○分析したことを基

に、効果的な構成を

考え、説得力のある

批評文を書こうと

している。 

ま
と
め
あ
げ
る 

１ 

 

○構成表を基に内容を

推敲し、批評文を仕

上げ、単元のまとめ

と振り返りをする。 

○批評に有効な観点

や言葉、説得力を

高める工夫などに

ついて語り合い、

共有している。 

○意見を支える根

拠となる資料を

引用するなどし

て構成を考え、

批評文を書いて

いる。 

○この学習を今後ど

のように活かすか

を考えようとして

いる。 

 

 

 

 



６ 本時の指導 

（１）目標 

批評する対象について、自分で観点を設定し、問いを立てて分析することができる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 

（２）教科研究仮説との関連 

 

 

 

 

 

 ①に関して、学習計画表を配付し、単元の見通しをもたせ、同時に振り返りも行っている。生徒が先

を見通しながら、主体的に学習する習慣を付けさせている。 

 ②に関して、本時の学習では個人の考えを形成する場や、グループ学習を通して互いに学び合う場を

設定する。適切な根拠を示し、自分の考えを相手に伝え、表現できる生徒の育成を目指していきたい。 

 

 

（３）展開（４時間扱い ２時間目） 

過
程 

時配 

(形態) 
学習活動と内容 

○指導上の留意点 ・ 支援 

◎評価 ※研究との関連 

教材 

資料 

見
い
だ
す 

5分 

(一斉) 

 

１ 前時の学習を振り返り、本時の学

習課題をつかむ。 

 

○数名の生徒を指名し、分析の

観点を確認し、本時の学習へ

の雰囲気作りをする。 

※本時の学習の見通しをもつ。 

 

学習 

計画 

表 

 

電子 

黒板 

 

自
分
で
取
り
組
む 

 
 

広
げ
深
め
る 

25分 

(一斉) 

↓ 

(個別) 

（グループ） 

２ 批評する対象を基に、観点を設定

し、分析する。 

（１）企業の広告を基に、観点を設定

し、問いを立てる練習をする。 

 

予想される生徒の反応 

・キャッチコピー・・・「先生」とは、

この場合どういうことを言ってい

るのか？ 

 ・制作者の意図・・・この広告で何

を伝えたかったか？ 

 

 

 

 

 

 

〇問いを考えられているか、机

間指導で確認する。 

 

〇書けていない生徒には、簡単

な疑問でもよいから書いてみ

るよう助言する。（Ｔ２） 

 

 

広告 

 

 

ワー 

クシ 

ート 

 

【教科研究仮説】 

①見通しをもったり、振り返ったりする活動を計画的に取り入れれば、生徒は主体的に学習するだろう。 

②一人一人が自分の考えを明確にするために、言葉による見方・考え方を働かせ、考えを形成する場や

互いに学び合う場を設定すれば、主体的に学び表現する生徒が育つだろう。 

徹底分析！～問いをもって資料を分析しよう～ 



 

 （２）気になる町の広報誌を選び、観

点を設定し、分析する。 

 

予想される生徒の反応 

・キャッチコピーと写真との整合性に

ついて 

例）「心を燃やす」とはどういうことか。 

「笑顔であふれた」といえるのはなぜか。 

・色彩について 

例）なぜこの色彩を選んだのか。 

・写真について 

例）この写真はふさわしいものか。 

 

 

 

 

○分析をする際は、必ず根拠を

示すように助言する。（Ｔ２） 

 

・思いつかない生徒には、グル

ープを組む等、学びの調整を

図らせる。 

 

・早く書き終わった生徒には、

他の広報誌にも挑戦するよう

に助言する。 

 

◎観点を決め、問いと考えを自

分の言葉でまとめているか。 

（ワークシート観察） 

 

広報 

 

 

ワー 

クシ 

ート 

 

 

自
分
で
取
り
組
む 

 
 

広
げ
深
め
る 

15分 

(個別) 

 

３ 今回の批評文で、自分が主張した

いことは何かを考え、それを後押し

してくれる資料（引用資料）を探す。 

 

予想される生徒の反応 

例）この月の広報誌が最も伝えたいこ

とは、入学生の明るい未来である。 

例）この月の広報誌が最も伝えたいこ

とは、コロナ禍が明けた喜びである。 

例）資料探しのために、インターネッ

トで検索する。 

例）資料集めのために、友人に意見を

聞きに行く。 

 

〇主張を考えられているか、机

間指導で確認する。 

 

・主張が書けない生徒には、観

点の分析を基に書いてみるよ

う助言する。（Ｔ２） 

 

・引用する資料（データや専門

家の言葉）を見つけられない

生徒には、周囲の人がどのよ

うに考えたり、感じたりして

いるか、聞いてみるように助

言する。 

 

ワー 

クシ 

ート 

 

ま
と
め
あ
げ
る 

5分 

(個別) 

 

４ 本時の学習のまとめを行う。 

 

※学習計画表に、本時の学習の

振り返りを記入させ、次回か

ら批評文を書ける準備をして

おくよう助言する。 

※本時の学習について、わかっ

たことやできるようになった

ことを、自分の言葉で書かせ

ることで、自分の思考を振り

返らせる。 

学習 

計画 

表 

 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

多
角
的
に
分
析
し
て
書
こ
う 

 
 
 

説
得
力
の
あ
る
批
評
文
を
書
く 

         

【
観
点
の
例
】 

 
 

①
構
図 

 
 

②
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー 

 
 

③
意
図 

 
 

④
登
場
人
物 

 
 

⑤
文
字 

 
 

⑥
色
彩 

 
 

⑦
写
真 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       

徹
底
分
析
！
～
問
い
を
も
っ
て
、
資
料
を
分

析
し
よ
う
～ 

図(例)  

企業の広告 


